
株
式
会
社
資
生
堂
の
深
澤
人
事
部
次
長
人
材
開
発
室
人
材
育
成
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
よ
り
「
資
生
堂
の
採
用
・
人
事
戦
略
に
つ
い
て
」
と
題
す
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
情
報
交
換
会
で
は
、
企
業
ご
と
に
採

用
担
当
者
が
着
座
す
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
学
校
側
の
就
職
指
導
担
当

者
が
任
意
に
訪
問
す
る
形
式
で
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�「
二
〇
〇
八
年

外
国
人
留
学
生
の
た
め
の
就
職

情
報
」
の
刊
行

本
機
構
学
生
生
活
部
学
生
支
援
事
業
課
で
は
、
日
本
企
業
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
外
国
人
留
学
生
を
対
象
に
、
「
二
〇
〇
八
年

外
国
人
留

学
生
の
た
め
の
就
職
情
報
」
を
六
月
に
刊
行
し
ま
し
た
。

外
国
人
留
学
生
が
日
本
の
企
業
に
就
職
す
る
た
め
に
は
、
日
本
人
学

生
同
様
の
厳
し
い
就
職
活
動
に
加
え
、
就
労
資
格
取
得
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
手
続
き
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
本
書
は
、
就
職
活
動
の
基
礎
知

識
や
具
体
的
な
活
動
方
法
、
在
留
資
格
の
変
更
手
続
き
、
日
本
の
雇
用

制
度
、
先
輩
留
学
生
の
就
職
活
動
体
験
記
な
ど
、
役
立
つ
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
、
豊
富
に
掲
載
し
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
掲
載
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
ttp://w

w
w
.jasso.g

o.jp/career/job_foreig
n
/g
airy
u
u
_g
u
ide.h

tm
l

�「進
学
説
明
会
」
へ
の
参
加

各
地
で
開
催
さ
れ
た
進
学
説
明
会
の
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
相

談
コ
ー
ナ
ー
に
本
機
構
の
職
員
が
参
加
し
、
①
奨
学
金
の
種
類
や
申
込

条
件
、
②
機
関
保
証
制
度
、
③
返
還
方
法
、
④
海
外
留
学
の
た
め
の
奨

学
金
な
ど
の
質
問
や
相
談
に
お
答
え
し
ま
し
た
。
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�本
機
構
職
員
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

日
本
学
生
支
援
機
構
の
職
員
を
装
い
、
直
接
職
場
に
来
て
、
名
刺
及

び
写
真
入
の
名
札
を
提
示
し
「
滞
納
し
て
い
る
返
還
金
を
代
わ
り
に
振

り
込
む
の
で
現
金
を
支
払
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
話
を
持
ち
か
け
、
現

金
を
騙
し
取
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
機
構
の
職
員
が
直
接
現
金
を
徴
収
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

教
職
員
及
び
学
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
被
害
に
遭
わ
れ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
返
還
中
の
方
に
は
、
直
接
奨
学
金
の
返
還
指
導
の
た
め
の
訪

問
を
行
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
訪
問
の
際
に
は
身
分
証
明
書
の

提
示
を
求
め
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

不
審
な
ケ
ー
ス
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
本
件
に
関
す
る
連
絡
先
】

日
本
学
生
支
援
機
構
政
策
企
画
部
広
報
課

〒
一
六
二
―
八
四
一
二
東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町
一
〇
―
七

電
話

：

〇
三
―
三
二
六
九
―
四
二
六
一
（
代
表
）

�平
成
一
九
年
度
第
一
回
「
全
国
就
職
指
導
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
の
開
催
報
告

主
催

：

文
部
科
学
省
、
就
職
問
題
懇
談
会
、
独
立
行
政
法
人
日
本

学
生
支
援
機
構

後
援

：

社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会

開
催
日
時

：

平
成
一
九
年
六
月
一
二
日
（
火
）

会
場

：

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

参
加
機
関
数
･人

数

：

学
校
･学
校
関
係
団
体
四
〇
四
校
・
五
五
六
名

企
業
･企
業
関
係
団
体
二
三
八
社
・
三
〇
一
名

学
校
側
と
企
業
側
の
新
卒
学
生
の
就
職
に
関
わ
る
情
報
交
換
を
目
的

と
し
て
、
平
成
一
九
年
度
第
一
回
「
全
国
就
職
指
導
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
機
構
の
北

原
理
事
長
、
続
い
て
文
部
科
学

省
の
辰

野
大

臣
官

房
審

議
官
よ
り
挨

拶
の
後
、
就
職
問
題

懇
談
会
の
平

野
名

古
屋

大
学

総
長
、

続
い
て
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
紀
陸
専
務
理
事
よ
り
、「

今

年
度
の
就
職
・
採
用
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
ま
し
た
。
事

例
紹
介
に
お
い
て
は
、

神
奈
川
大
学
の
明
比
学
修
進
路
支

援
部
就
職
事

務
部
長
よ
り
「

神
奈

川
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
・

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
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◆
東
京
一
二
大
学
フ
ェ
ア

主
催

：

東
京
一
二
大
学
広
報
連
絡
協
議
会

開
催
日
・
開
催
地

：

平
成
一
九
年
五
月
二
六
日
（
土
）
東
京

平
成
一
九
年
六
月
九
日
（
土
）
名
古
屋
、
一
六
日
（
土
）
大

阪
、
二
三
日
（
土
）
仙
台

平
成
一
九
年
七
月
七
日
（
土
）
福
岡
、
八
日
（
日
）
広
島

来
場
者
数

：

七
六
三
四
人
（
主
催
者
発
表
）

相
談
者
数

：

二
〇
九
人

配
布
資
料

：

「
奨
学
金
ガ
イ
ド
」「
機
関
保
証
制
度
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」

◆
二
〇
〇
八
中
部
の
私
立
大
学
展
（
名
古
屋
会
場
）

主
催

：

愛
知
県
私
立
大
学
広
報
委
員
会
・
中
日
新
聞
社

開
催
日

：

平
成
一
九
年
五
月
二
六
日
（
土
）、
二
七
日
（
日
）

開
催
会
場

：

名
古
屋
国
際
会
議
場
・
一
号
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
名

古
屋
市
熱
田
区
）

来
場
者
数

：

六
五
二
〇
人

相
談
者
数

：

三
三
人

◆
二
〇
〇
七
岐
阜
新
聞
大
学
・
短
大
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

主
催

：

岐
阜
新
聞
社

開
催
日

：

平
成
一
九
年
七
月
一
日
（
日
）

開
催
会
場

：

岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー
一
階
・
催
し
物
広
場
（
岐
阜
市

金
町
）

来
場
者
数

：
一
八
〇
〇
人

相
談
者
数

：

三
三
人

【
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
学
生
支
援
機
構
政
策
企
画
部
広
報
課

〒
一
六
二
―
八
四
一
二
東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町
一
〇
―
七

電
話

：

〇
三
―
三
二
六
九
―
四
二
六
一
（
代
表
）

66

機 構 だ よ り

東京12大学フェアin仙台

東京12大学フェアin大阪


